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Abstract 

551. 21 

At 22h 20m oh August 24， 1962， a great eruption in a radial fissure occurred on the NE 

flank of the central cone “Oyama" of Miyakejima， a volcanic island about 170 km south of 

Tokyo， after a dormant period lasting 22 years. 

At the first stage of the eruption， it occurred on the middle flank of the somma (400-200 m 

abovesea level)， butsoon after， points of eruption moved to the upper flank and ，to the foot the 

volcano. The eruption continued till the dawn of August 26. 

Owing to the むuption，a chain of new. crater-lets were formed 'in the rift zone， an enormous 

quan~ity of lava welled out from the crater-lets， and lava fragments were ，thrown out as high as 

200 m. The new lava flowed down into three zones. Several new cinder coneswere b6m on the 

flank. Volcanic smoke rose more than 5'u00m in height， and ashes or sands fell down at the N part 

of Miyal吋irhaand Niijima (45 km NW  of MiyakeJima)~ 

Thearea covered with the new lava flows is estimated as about 1 X 106m2 andthe total 

volume of the new lava flows and volcanic ejecta is estimatedas about 0.9 X 107m3• 

Owing to the eruption， 4 houses were bumt down. 

About 2 hours before the outbreak of the eruption， many tremors beganto' be recorded by a 

seismograph at the Miyakejima Weather Station. During and after the eruption， many volcanic 

，earthquakes swarmed in and near the volcano. Especially， seismic activity increased in violence 

after the eruption， and continued for many -months. The largest one in this swarm 'of earthquakes 

took place at 15h 48m on August 26， causing slight damages on Miyakejima island. 

Fuming activity of the new lava flows or new crater-lets declined gradually after the 

eruption， but in April and September of 1963， new weak fumarolic areas were bom along the 

zone of the old crater-wall at the summit of the central cone，“Oyama". 
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験震時報第 28巻別冊

~ 1. まえがき

i昭和37年 (1962年) 8月24日夜， 三宅島が 22年ぶり

の大l虫火をした.このl民火に関して，気象官署からは、

すでに第 1表の報告物が発行されている. しかし，いず

れも速報的なもので，その内容の修正および追加を必要

とするので，こごに昭和 37--38年 (1962--63年)にお

ける三宅島の火山活動をとりまとめた.

第 1 表

気象庁:昭和37年8月24日三宅島の噴火， (昭和37

年 8月27日)

気象庁:昭和37年8月24日三宅島噴火概報， (昭和

37年 8月27且)

三宅島測候所:昭和37年8月24日三宅島噴火概報，

第 1報， (昭和37年 9月17日)

東京管区気象台:昭和37年8月24日--26日の三宅島

火出噴火概報， (1962年11月)

三宅島測候所:昭和37年8月24日三宅島噴火概報，

第 2報， (昭和38年 2月1日)

三宅島測候所:昭和37年8月24日三宅島噴火の日誌

(昭和32年 2月20日)

東京管区気象台:三宅島火山噴火後の状況， • (1962 
年10月--1963年 3月)， (1963年5月)

~ 2. 噴火の概況

8月24日22時20分，三宅島の中央火口丘雄山山頂と赤

場暁を結ぶ山腹で噴火が起こり，割れ目状にできた多数

の火口から溶岩を流出した.また，この噴火のために，

いくつかの噴石Eが新しくできた.噴火地帯は昭和15年

(1940年).7--8月の噴火場所の近くである.

噴火は最初中腹(海抜約400--200m)で起こったが"

のち，山頂寄りと山ろく寄りに活動地域を拡げた.噴火

活動は，地震・鳴動・爆発を伴って， 25日4時ころまで

連続的に起こり，次いで、次第に断続的になって弱まり，

26日5時ころからは地表面での噴火活動は認められなく

なった.しかし，地震活動は非常に活発で，噴火中はも

とより，噴火後も約半年間にわたって群発した.

噴火活動の最盛期には，赤熱溶岩を火口から約 200m 

の高さに噴きあげ 3つの大きな溶岩流となって山腹を

下り，そのうちの 2つは海岸線を越えて沖合にまで押じ

出した.また，新噴石丘の中には，元の地表面から数十

mの高さにまで成長したものもあった.

噴煙は 5000m以上の高さに達し， 南東の風に流され

て，島の北部一帯と新島(三宅島の 45km北西)に火山

砂または火山灰を降らせた

寄3. 噴火の前兆現象

有史11寺代の三宅島の諸噴火では， .1虫火の前兆現象とし

て地震・鳴動の、群発，地温・噴気・湧水などの異常変化，

地温上昇に伴う草木の枯死，地割れなど，比較的顕著な

異常現象があったことが伝えられている.しかし，従来

の三宅島々内には地震観測点がなかったので，前兆地震

も体感によって観測する以外に方法がなかった.たまた

ま，昭和15年 (1940年)の噴火を契機左して三宅島に測

候所が新設され，さらに，昭和 32年 (1957年)からは

地震計も設置されていたので，今回の噴火および地震活

動は器械によって詳細に観測することができた.これは

三宅島の|貨火にとって始めてのことであり，貴重な資料

を残した.

i )地震計ι現われた前兆

三宅島測候所の地震計によると，噴火の始まる約2時

間前の 20時 29'分， 1μ程度の孤立した微動か現われ，以.

後，微動は次第に振幅および数を増して行った. 21時25

分以降，微動は連続的となり 22時 20分には数十μの

振幅に発達して噴火が起こった.

なお， この微動が始主主る前には 7月 23日に火山性

地震があっただけで，以後の 1か月間は全く静穏な時

期であった.

ii)体感による前兆現象

三宅島測候所では 8月11日に雄山の現地調査を行な

ったが何ら異常は認められなかった.また，噴火の始ま

る1時間余り前までは，体感による前兆現象らしいもの

は何一つ発見できなかった.

8月 24、日 20時 57分，測候所で震度 Iの地震を感じ

た.この地震は火山性微動の一つであり場所によって

は強く感じたらしく，神着部落の一部では戸外に飛び出

した人もあった.しかし，地震としては小さなもので，

三宅島測候所を除く他の気象宮署の地震計;には何ら記録

されていない.この地震以後，島内各地で地震や鳴動を

第、 2 表

向刻|場所|電話の内容

22時少し前(大久保 l西の方で山鳴りがしている

同ー 上 l三池地区 l下の万で地鳴りがしている

22時 ζ ろ J1rll 着卜昭和15年の噴火の時にあった
(村役場出)¥と同じような地震が今起きて
張所付近|いる

噴火の数分!神 着 I11.1の万で地鳴りがする
--10分 前 I{三宅島l

1郵便局隣f
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1 962年の三宅島の噴火(I)

感じた人があり， 21時 50分 ζ ろから噴火が始まるまで

の聞に測候所に第2表の電話連絡があった.

なお，三宅島では電話局が神着・阿古ふ坪田の 3区に

分か札ており各々が市外通話になっている関係もあっ

て，島の南部からの電話連絡はなかったが，後日，この

方面の入達の話を聞くと，やはり地震や鳴動を感じた人

があ.ったようである.

* 4. 噴火の観測

上記のような前兆現象や電話があったので，山の状態

を確かめるため， 22時10分，三宅島測候所の中村・・谷出

両技官は測候所の測風塔に登った.塔の上から監視を続

けているうちに，両技官は噴火の始まりを雄山の稜線越

しに目撃した.この時の模様を中村技官は次のように語

っている.

「山鳴りを確かめようと塔の上で山の様子を見てい

た.この間約 10分間.真黒な夜空が一瞬「ボッ」と明

るくなり， T度山の向う側で山火事が起きたように見

えた.月の出を思わせるように，まわりが赤く反射し

たので， IオヤJ，と思う聞に(1 -2秒)，数条の黄色

がかった真紅な火の玉が線を引いて飛んだ.火花の数

はわずかだったが，垂直に飛んだものはほとんどな

く，大部分が水平に飛んだ.爆発音は聞えなかった.

次の瞬間，噴火を知らせるために塔をかけ下りた.J

以後，測候所では噴火の観測を始めた，噴火の初発か

ら終息までのあらましは次のとおりである・'また，第 2

-15図は測候所から遠望Lた噴火の模様である.

i )噴火の初期 (24日22日寺20分-23時)

24日22時20分:雄山の山腹(稜線上で海抜約300-200

m付近にあたる所)で噴火発生.

ii)噴火の最盛期 (24日23時-25日04時)連続的爆発.

24日宮2時45分:噴火地帯拡大:最初の噴火地点、よりや

や山頂寄りの所からも噴火 3か所か'ら黒煙噴

出.上部の噴火地点からは約 200mの高さに溶岩

を噴出.

22時56分:大爆発.

22時00分:5-10秒ごとに爆発. 活動の中心域が次第

に海岸寄りに移動.黒煙噴出.最初の噴火点付近

からは赤熱溶岩を噴出.

23時0.1分， 23[1寺01分30秒， 23時02分， 23時02分10秒:

大爆発.電光J

23時04分 5-10秒ごとに爆発.中央部の黒煙噴出域

拡大.活動地帯がさらに海岸寄りに拡大. I噴煙は

北西に流れ，天頂数か所で電光.

23時10分:山頂寄りの噴火盛ん.

23時15分:大爆発.

23時16分:黒い泥を含んだ、雨降り始める(降灰)

23fl寺18分:太爆発.

23時30分:地震・鳴動盛ん.

23時39分:山頂寄りの|寅火地点はさらに100-300m上

へ移動.

23時45分:泥雨止む.

23時52分 7合目付近で独立して噴火.

25日00時08分:停電(赤場暁付近で溶岩のため電柱が

焼けたので). 7合目付近の噴火続く.約2分ご

とに爆発.

01時00分:噴煙臭を感ず.

01時09分:再び降灰砂始まる.

01時30分:地震(震度rn-v)ひんぱんに起こる.爆

発音は小さくなる.

02時00分:強い地震と共に再び爆発音が多くなる(約

L分ごと). 

03時00分:状況はほとんど変りなく， 2 -5分ごとに

大きな爆発音を聞く.

iii)噴火の末期 (25日04時-26日05時頃)断続的爆

発. (A-D点は第 1-15図参照)

04時50分:黒煙を 3か所から噴出， D点付近からの黒

煙多量， s点付近の噴煙は低く弱まる.海岸寄り

の噴煙は北に流れる.

08時10分 :B点の噴煙は弱まり， D点の噴煙は黒褐色

で、5000m以上の高さに達し北~北西に流れる. E 

点の噴煙は白色でマ部黒色，北に流れる

13時10分:降灰止む.

15時00分 :B点の噴煙消失. E点のI噴煙は白色で 200

mの高さにのぼり，北に流れる.D点の噴煙は高

さ5000m以上.

21時00分 :'D点の噴煙は高さ1500-2000m.

26日00時00分 :D点わずかに赤く見える.噴煙の高さ

は暗夜のため不明.

01時48分:爆発音 1回，以後爆発音は聞えなくなる.

03時00分 :D点だけ明るく見える

05時ころ:噴火終息と推定される.地震活動はさらに

続く

以上は雄山の稜線越しの観測で，噴火地点を直接観測

したものではない.そこで，この資料と第 1図に示した

雄山稜線および第 2-16図を見くらべながら，噴火地点

と噴火の順序を推定してみた.

噴火は24日22日寺20分に先ず中腹で起こり， 24日2，3時52

~~--= 



験震時報第 28巻別冊

一・-・- 測候所から見た雄山稜線

第 1図三宅島要図

第、4図 8月24日22時25分

第 6図 8月24日23時00分

第 2-15図 三宅島測候所からみた噴火状況の見取図

(昭和37年 8月24-26日)

マ均三三プ折~
第 2区1 8月令4日22時20分

~吋協か
、日-'，<'-;:.?/" ~:，{~.~，)>?>;ィfm材、

第 3図さ[8月24日22時20分

第 5図 8月24日22時45分

第 7図 8月25日00時00分
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1 962年の三宅島の噴火(1)

第 8図 '8月25日02時30分 第 9図 8月25日05時00分

第 10図 8月25日08時00分 第 11図 8月25日13時00分

通自民

第 12図 8月25日15時00分 第 13図 8月25日21時00分

第 14図 8月26日00時00分 第 15図 8月26日03時00分
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験震時報第 28巻別冊

分から25日00時10分ころにかけて山頂寄りでも噴火した

と思われる.これとほとんど同じころから，山ろく寄り

にも噴火地域を拡げ，活動の中心域は次第に山ろくに移

った.また，稜線の最|マ部E点に見えた白色(一部黒

色)のl噴煙は，溶岩が海に流れ込んだためにあがうた水

蒸気だと思がれる

~ 5. 新火口と火山砕屑物 v

今回の噴火lこより，雄山の北東山腹で、は，海抜500m

付近からほぼ東へー列に連なって，サタドー岬近くの海

岸近くまでの聞に多数の火口ができた.新火口は溶岩流

やl噴石で埋没したものもあって正確ピは算え難いが， 20 

余個が存在している.いずれも小さく，直径は10--30m

のものが多い.これらの火口ほ海抜 100--.15Q m付近と

200--300m付近とで途切れがあるので，上部・中部・下

部の 3つの火口群に分けることができる(第 16図). 

ヒ部火口群はおよそ 8個の火口からなり，叩そのうち最

上部の 2づの火口は爆裂と火山弾を放出しただけで溶岩

を流出した形跡がない・ーその他の火口は何れも火山弾を

(函 :窓岩え

lliヨ噴石降下地域

E三三|伸夫砂株介千地域

放出Lたほか多量の溶岩を流出した.また，最上部の火

口からやや下った所に昭和15年 (1940年)の噴火ででき

た火口が 2つあるが，今回ここからも再び噴火した跡が

ある.溶岩は北東に走る谷部を流下し，中部火口群の一

部の溶岩流ど合流して「ひょうたん山J(昭和 15年|貨火

の噴石丘)の北側の平坦地に拡がり，一部はさらに流れ

て海中に入り，約 100mの沖合まで、押し出して広大な溶

岩原を作った(北部溶岩流と名付ける)

中部火口群は 6--8個の火口からなり，火山弾および

溶岩流を出した.火口付近には高さ1O--20mくらいの噴

石丘を作ったが，ここから発した溶岩流の一部は北側溶

岩流と合流し，また，一部はそのまま山腹を流下した

(中央溶岩流と名付ける). 

下部火口群には 6-7個の火口が認められる.この火

口群は最も長時間にわたって活動を続け 3つの火口群

の中では砕用、物が一番多い. r三七山J(海抜100m) と

名付けられた新噴石丘を始ぬ，いくつかの|虫石丘を作り，

また，溶岩流は付近の谷を埋め，さらに，サタドー岬北

側の断崖を流れ落ちて海に入り，約200-300mのf中合ま

第 16図溶、岩流分布

-6-



1 9 62年の三宅島の噴?火(1)
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第 17図、降灰分布

で埋めて広大な溶岩原を作った(南側溶岩流と名付ける). 後は谷底に薄く残る程度に容積をちでめた.したがって，

新溶岩は玄武岩質で，多孔質のものと，ち密なものと 谷間部を流下した北側溶岩流と中央溶岩流との面積はや

があった.大きさは種々雑多で，中には 1個で数 tonに や大きく測られている.

達するものも見受けられた.そして，火山弾は火口から また，溶岩流の厚さは大体次のとおりである.

200-250mの範囲に飛散しており，南側溶岩流の南端で 北側溶岩流:山腹斜面で 3-6 m (平均5m)，ふも

は，火山弾を受けた民家4軒 (5棟)が焼失した. との平坦地(溶岩流が急、に広くなってい

また，各火口、とも多量のスコリヤを噴出し，折からの る所から海岩寄りの部分)、で 3-10m 

南東風にのって北西に流れ，噴火地帯の北側の神着地区 (平均 6m) 

および伊豆地区の一部に火山砂を降らせた(第 17図)• 中央溶岩流:中腹の11員-石丘付近で;10-20m，山ろく部

三宅島測候所では， 24日23時16分から25日13時10分まで で3-6 m (平均 5m). 

黒い砂礁が降り約 1crI1の厚さに積った. この中には直 d 南側溶岩流:噴石丘付近で、50-60m，その他で 3.-10

径 5cmもあるスコリアもまじっていた m (平均7m) 

また，新島でも25日朝，黒い火山灰がわずかに降った. そこで，上記の値から各溶岩流の体積を求めると

~ 6. 火山砕屑物の量

第16図の噴火地域詳細図は，防衛庁今野修平，高嶋司

男両技官の航空写真判読図ちもとにして，気象庁地震課

北側溶岩流:0.3X107m3 

中央溶岩流 :0.lX107m3

南側溶岩流 :0.5x107m3
(このうち噴石丘O.3x 107m3) 

計 0.9X10im3

， 
目、

および三宅島測候所が現地踏査を実施して作成した.フ となる.このほかに第17図に示したような厚さに降灰砂

ラニメーターを用いて，この図から各溶岩流跡(噴石丘

を含む)の面積を測った結果は次のとおりであ奇

北側溶岩流:66. 9X 104m2 

中央溶岩流 :11.6X104m2 

南側溶岩流 :36. 5 X 104m 2 

計 115.OX 104m2 

山腹の傾斜地を流下した溶岩流は，噴火最盛期には谷

間一ぱいにあふれて流れたが，次第に流れ落ちて，噴火

礁があり，その体積は 0.03X 107m3と推算される.結

局今回のl噴火による火山噴出物の総量は O.9x 107m3 と

なる.これは昭和15年 (1940年)の噴火によるもののほ

ぼ半分である.また，その比重を 2.2くらいとすると，

今回の砕屑物の重量は約 2X 107 ton，となる.

* 7. 地・震活動

火山活動に伴って，火山性地震が約半年間にわたって
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第 3 表 日別火山性地震回数，昭和37年10月以後の有感地震欄のガッコ内は震度を示す.

昭和37年12月以降は地震を観測した日のみを記した. (三宅島測候所観測)
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第4表 被害(東京都災害対策本部調，昭和37年10月)

|項目|被害内容|被害数量|被害金額|備 考

住 宅 溶岩埋没焼失 5棟 (51.25坪) 3，600千円 噴 火

般
// 屋 根・壁 破 損 141棟 (1，336坪) 26，105 地 震

住
貯水槽 破 t員 322基 8，050 // 

ニ.... む~ 
宅 地 亀 裂 崩 土 144か所 (40，788m2) 14，832 '. // 

石 i 1豆 崩 壊 273か所(8，049m2) 18，073 ノゲ

裂亀壊山削没
、
埋路 震山田」」火噴つ臼aq

 

p
同
Unu 

門

i

農
農 業 崩壊・亀裂・降灰 29， 197 グ グ

林漁
山 林 崩 壊 51，015 ノY グ

漁、 業 士里 没 5，420 噴 火

施業司Rλu 
畜 産 // 1，000 // 

養 蚕 |嘩 灰 102 // 

農 作 物| // ~3 ， 341・ // 

教 育 施 設|屋 根 等 破 6 校 1，577 震

そ 支庁砕石場 溶 岩 埋 没， 3，000 火

の
電 力 油電柱開閉29器本な，ど電，焼線失4k，，破.m，損

他
5，000 // 

250，854 

火山性地震回数を第 3表にあげるにとどめる.ー群発した.この地震活動は 8月24日以降9月末までがこ

とに激しく 8月26日15時48分の地震では三宅島々内で

被害が発生した.ζ の群発地震は，噴火におののいてい

た島民をますます動揺させる原因ともなった.

昭和37-38年 (1962-63年)の三宅島の地震活動につ

いては，別題で本誌 13-28ページに報告されているの

で，ここでは詳細を略し，三宅島測候所で観測した日別

% 8. 被害状況

今回の噴火および8月26日15時48分の大地震による被

害は第 4表のとおりであった. I噴火と地震による被害を

区別しにくいので，備考欄には，おもに噴火によって生

じた被害には「噴火J，おも但地震に原因するものには

- 10 -:-



1 962年の三宅島 の 噴 火 ( 1 )

「地震J， どちらにも関係した被害には「噴火・地震」

として区別した.

なお，噴火停止後も地震が群発しだめで，島民は相当

動揺を来たし 9月 1日かG14日まで，小中学校の学童

および関係者など千数百人が，主として千葉県の館山方

面へ集団疎開じた.災害対策本部の調査によると， ' 9月

3日現在，全島民 6359人のうち

j縁故疎開者 1938人
島外疎開者、

l学童疎開者 1732人

j収容所 1220人
島内残留者、

1自宅 1315人

その他旅行，入院などによる島外滞在者 154人であっ

た‘

~ 9. 噴火後の表面活動

8月26日にl噴火が終息してから 8月末までは，溶岩流

の全面から薄紫色のl噴気があがっていた. とくに，火口

およびその付近では噴気が目立ち，火口周辺には白ない

し黄色の昇華物が付着していた.また 8月末までは溶

岩流の端辺に赤熱部が見受けられる所があったが 9月

初旬には認められ、なくなった.溶岩の温度は 9月末には

所によってまだ300
0C以上が観測されたが， 12月中旬に

、はごく一部を除いて外気と同じ温度にまで冷えた. 12月

末の噴気活動の状態は，火口群の一部および噴石丘の頂

上だけにごく少量，常時出ている所があるだけで，他の

地帯の!噴気活動ほ止んだ.しかし，溶岩流の内部まで完

全に冷え，てしまったわけではなく，雨後には溶岩流のあ

ちこちから水蒸気があがり， ζ の状態はl噴火後 1年を過

ぎてもまだ続いている.

また，新噴石丘の頂上付近には，噴火後間もなく無数

の割れ目ができた.

なお，噴火後の雄山山頂の現地調査によれば(昭和37

年11月24日)，頂上付近の外輪と中央火口丘との間の草

原の東側に，今回の噴火地域に対してほぼ直角で南北に

走る長さ 100m，幅 20-40cm，深さ 50-100cmの地割

れが発生しているのを発見じた.噴火前の調査時(8月

11日)にはこの地割れに、気付かなかったことから，これ

が今回の火山活動に関連して生じたものであることは疑

いない.しかし，噴火によってできたのか，地震によっ

てできたのかはわからない.

第 18図 三宅島山頂要図
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また， fls和38年 (1963年) 4月11日の現地調査によれ

i::f，雄山山頂火口の北西側にあたる昭和15年 (1940年)

噴火溶岩流の末端で，長さ30m，幅 1mにわたってかな

り強い噴気が新しく出ているのを発見した.このl噴気は

付近の草木の枯れ具合からみて 1週間から10日程前に始

ったものと推定された. ところが，昭和38年 (1963年)

9月20日の現地観測によると，今度は山頂の噴石丘(昭

和15年生成)の北西斜面で 40X40m2にわたって新しく

噴気地帯が現われているのを発見した(第 18図).この

地帯の噴気は 9月5日の現地観測では気付かれなかった

ものである.この 2か所の新噴気地帯を結ぶ線は古い火

口壁の跡にあたる所だから弱線地帯であるが，山頂の噴

気活動は前年の大噴火の余じんとも考えられるものであ

ろう.これら山頂の新噴気活動は昭和38年 (1963年) ~ 

月末現在，大きな変動もなく続いているが 4月に発生

した新噴気は少しづっ北東および南西方向に広がってゆ

くように見受けられ 9月に発生した新噴気は北西およ

び東方向に少しづっ広がっているように見受けられる.

~ 10 むすび

今回の三宅島噴火に際して，三宅島測候所は，気象庁，

東京管区気象台および東京管区内の諸気象官暑の応援を

得て観測を続けた.また，噴火後の非常時下で， 日用品

の入手もできないころに，多くの気象官署その他の機関

から救援物資や見舞品が三宅島測候所に送られ，お蔭で

業務をとどこおりなく遂行することができた.記して謝

意を表する次第である

三宅島測候所は，噴火の際の業績により 10月16日，内

閣総理犬臣から表彰を受けた.また， 11月6日には噴火

の際の災害救助に対する協力により東京都知事から， 11

月30日には同じ理由で三宅村々長からそれぞれ感謝状を

受けた.また，気象庁観測部も， 11月6日に向上の理由

により東京都知事から感謝状を贈られたことを付記す

る.

なお，噴火直後の昭和37年(1962年) 9月11-13日に，

中央防災会議が派遣した三宅島学術調査団には，気象庁

から東京管区気象台長畠山久尚(現長官)および本庁観

測部調査官諏訪彰が参加した.
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